
４４４４ 若者の雇用環境と結婚若者の雇用環境と結婚若者の雇用環境と結婚若者の雇用環境と結婚

（１）（１）（１）（１） 合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係

①合計特殊出生率と未婚率は、負の相関があるが強くはない（図１）。相関は２０代女性と３０代男

性で比較的強くなっている。

②合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い（図２）。

（２）（２）（２）（２） 年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移

①未婚率未婚率未婚率未婚率は、１９７５年頃から、特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇が見られる。未婚

率は、男女ともに、１９７５年から一貫して上昇してきたが、２００５年からの５年間は上昇が減速。

（図３）

②２００５年頃までは、晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因

と考えられる。

③有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率の推移では、１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向にあり、２０１０年は１９８０年の水

準に回復している。（図４）
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【図２】

【図３】
○「パート・アルバイト」や「無職・家事」「パート・アルバイト」や「無職・家事」「パート・アルバイト」や「無職・家事」「パート・アルバイト」や「無職・家事」は、「正規の職員」に比べて、結婚意欲は低い結婚意欲は低い結婚意欲は低い結婚意欲は低い。（１）男性の有配偶率（２０～３０歳代年収別）（全国）（１）男性の有配偶率（２０～３０歳代年収別）（全国）（１）男性の有配偶率（２０～３０歳代年収別）（全国）（１）男性の有配偶率（２０～３０歳代年収別）（全国）

（２）男性の有配偶率（年齢階層別・雇用形態別）（全国）（２）男性の有配偶率（年齢階層別・雇用形態別）（全国）（２）男性の有配偶率（年齢階層別・雇用形態別）（全国）（２）男性の有配偶率（年齢階層別・雇用形態別）（全国）

（３）男性の雇用形態と結婚意欲（全国）（３）男性の雇用形態と結婚意欲（全国）（３）男性の雇用形態と結婚意欲（全国）（３）男性の雇用形態と結婚意欲（全国）

（４）雇用形態別金銭的理由で結婚しない割合（全国）（４）雇用形態別金銭的理由で結婚しない割合（全国）（４）雇用形態別金銭的理由で結婚しない割合（全国）（４）雇用形態別金銭的理由で結婚しない割合（全国）○若年の未婚者が現在未婚でいる理由（複数回答）は、「結婚したい相手にめぐり会わないから」が約４割で最も多いが、次いで「金銭的に余裕がないから」が約３割。○男性の「パート・アルバイト」○男性の「パート・アルバイト」○男性の「パート・アルバイト」○男性の「パート・アルバイト」では、「金銭的に余裕がないから」が未婚の最大の理由「金銭的に余裕がないから」が未婚の最大の理由「金銭的に余裕がないから」が未婚の最大の理由「金銭的に余裕がないから」が未婚の最大の理由となっている。
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30歳代 「結婚・家族形成に関する調査報告書」（内閣府）より厚生労働省政策統括官付政策評価官室作成※調査対象は、20～39歳の男女。既婚者は結婚３年以内※性別・年代・未既婚については「平成17年国勢調査報告書」（総務省）をもとにウェイトバック集計。※「300万円未満」は「収入がなかった」、「100万円未満」、「100万円以上200万円未満」、「200万円以上300万円未満」の合計※「600万円以上」は「600万円以上800万円未満」、「800万円以上1,000万円未満」、「1,000万円以上」の合計

平成24年就業構造基本調査（総務省）
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男性の現在の従業上の地位別結婚意思
○結婚３年以内の既婚者と未婚者を対象に、年収別に男性の既婚率をみると、年収の増加に伴い、既婚率は年収の増加に伴い、既婚率は年収の増加に伴い、既婚率は年収の増加に伴い、既婚率は概ね上昇概ね上昇概ね上昇概ね上昇していく。○既婚率既婚率既婚率既婚率は、年収３００万円未満では１割に満たないが、３００万円以上４００万円未満では２５％を超えており、年収３００万円を境に大きな差年収３００万円を境に大きな差年収３００万円を境に大きな差年収３００万円を境に大きな差が存在している。
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2003年若年層の意識実態調査（内閣府）

※回答者は、全国の学生を除く20～34歳の未婚男女※現在未婚でいる理由を「金銭的に余裕がない（結婚資金が足りない）から」と回答した人の割合（複数回答）※「正社員」は「正規の職員・従業員」、「パート・アルバイト」は「パート・アルバイト」、「派遣社員」の合計
金銭的理由で結婚しない割合

○非正規職員の男性の有配偶率は低く、３０～３４歳では非正規職員の有配偶率は正規職員の半分以下３０～３４歳では非正規職員の有配偶率は正規職員の半分以下３０～３４歳では非正規職員の有配偶率は正規職員の半分以下３０～３４歳では非正規職員の有配偶率は正規職員の半分以下。雇用形態の違いにより、家庭を持てる割合が異なっている。○年収別に男性の有配偶率をみると、一定水準までは年収が高い人ほど結婚一定水準までは年収が高い人ほど結婚一定水準までは年収が高い人ほど結婚一定水準までは年収が高い人ほど結婚している。


